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学び ｢わかる｣ ことの大切さ

教え子八方より来たる、また楽しからずや
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　本誌「思ひ草」の命名は、他ならぬ初代センター長であっ
た筆者です。それから16年の歳月を経て、今も教職関係者
に「思ひ草」が読み継がれていることに深い感銘を受ける
次第です。
　さて、筆者は学校教育現場や教育センター、大学での教
員養成、学会での人材育成と、多年「人づくり」に携わり、
その道のプロたるべく自らを鼓舞しつつ励んで参りました。
例えもう一度別の人生を送るチャンスを入手できたとして
も、きっと迷うことなく同じことを繰り返すに違いありませ
ん。それは、教育するという教職が国家・社会において必
要不可欠な仕事であり、誇るべき職業だからです。
　筆者が教育学、とりわけ道徳教育学に興味を寄せ、今日ま
でその研究分野の充実発展に寄与したいと志したきっかけ
は、学生時代に読んだペスタロッチの『隠者の夕暮れ』とい
う岩波文庫の１冊でした。紆余曲折はあったものの、道徳教
育学研究の世界で初志貫徹ができたのはこの薄っぺらい１冊

　「先生、お久しぶりです」
　同窓会ではない。しかも次々と、そう声をかけられたのは、
関東中学校剣道大会の会場でのこと。
　その日私は、東京都学校剣道連盟理事長の立場でひな壇
に座っていた。開会式が引けると、懐かしい顔が次々と私の
もとへ挨拶に訪れた。関東一円で教職に就いた人間開発学
部卒業生たちである。
　「今、○○中学校で○年目です」。赴任校で剣道部指導に
あたり、予選を勝ち抜いて生徒を大会出場に導いた由。「う
ちの生徒の試合、しっかり見て下さいね！」
　一方で、大会運営にあたる開催県赴任の者、審判員を務
める者も代わる代わるやってきた。「先生、そんなとこに座っ
て、ずいぶんお偉いさんじゃないっすか」、「こいつ、今ごろ
わかったか」。たわいない会話に、隣席の大会副会長も笑っ
ている。「大学での教え子さんですか、いいですね」
　彼らの中には、教職に就いてからも日々の仕事の傍ら努
力を重ね、予選を勝ち抜き全国教職員剣道大会の県代表と

との運命的な出会いであったと、感謝しているような次第です。
　若い時分は、善とそうでないものの違いについて「分かる」
だけでした。でも、道徳教育研究の世界に身を置いて、何
度も何度も反芻し、思考を重ねるうちに真実とそうでないも
のとの違いが「判る」ようになってきました。だからといっ
て自分自身の日常的道徳生活が改善されたのかというと、
決してそんなことはありません。ただ、それがなぜ必要なの
かと少しだけですが「解る」ようになってきました。
　ドイツの偉大な哲学者であるエマヌエル・カントは、その
名著『実践理性批判』の中で我々の心を充足するのは「私
の上なるほしをちりばめた空と私のうちなる道徳的法則であ
る」という名言を遺しています。そんな「わかりそうで、わ
からないことをわかろうとする」ことこそ、「学ぶ」ことな
のだと実感します。昨今の学校教育では合理的な「分かる」、
「判る」へ傾斜し、「解る学び」が軽視されていないでしょう
か。（了）

して出場した者もいる。生徒指導に追われ、なかなか自分
の剣道どころではないだろうに、みんな、がんばってるな…。
　目前の試合場で、教え子教員が監督をする学校どうしの
試合が始まった。むむ、どっちを応援しようか…、どっちも
がんばれ！　学生大会では監督席から選手を鼓舞してきた
私も、つい血が騒ぐ。
　表彰式で授与者を務め、閉会式を終えると、かつてゼミ
で手を焼いた輩が声をかけてきた。
　「車で来たんすかぁ、先生。それじゃこの後みんなと飲み
に行けないじゃないですか」、「オイオイ、そっちも引率した
生徒たちを無事に帰すのが先だろ」、「あ、そうっすね。ハ
ハハ」
　街中に繰り出して、在学時代のバカ話に花咲かせられな
かったのはちと残念。しかし今や皆いっぱしの先生なんだ
から、致し方なしか。
　次に桜咲く頃大学を去る私には、立派な教師となった教
え子たちの姿に喜びを噛みしめる一日となった。
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教育ボランティア
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　私は、教育インターンシップや教育実習でお世話になってい

る小学校の４、５年生の宿泊体験学習に引率ボランティアとし

て参加しました。これまでは学校現場で子どもたちと関わって

きましたが、いつもと異なる環境でいつもより長い時間を共に

過ごしていく中で学校とは違った子どもたちの生き生きとした

姿を見ることができ、とても有意義な時間を過ごすことができ

ました。

　特別支援級の児童と先生方と一緒に活動させていただいたの

ですが、はじめは慣れないことばかりでなかなか子どもたちと

コミュニケーションがとれず、振り回されてしまうことが多く

ありました。しかし、先生方の子どもとの関わり方や子どもた

ちがもっている癖などをよく観察していくことで、少しずつ一

人ひとりに応じた関わり方が見えてきました。また、先生方も

色々なアプローチを試しながら関わり方を見つけているという

ことを聞き、諦めずに粘り強く取り組むことの大切さを学びま

した。今後もボランティアに積極的に参加して、現場での学び

を大切にしていきたいです。

　私は大学３年生の３月から特別区の幼稚園へ教育ボランティ

アに行っています。主に保育の観察、時には保育の補助や支援

が必要な子どもへの援助を行っています。

　教育ボランティアでは実習とは違い、長期的に子どもの姿や

保育を見ることができます。子どもの遊びの様子や変化はもち

ろん、先生方の援助の工夫を連続的に見て、少しずつ変わる環

境構成や先生方の関わりから、そこに込められた教師の願いや

指導方法を学ぶことができるというのはとても貴重な経験であ

り、入職した際の保育の引き出しに繋がると感じています。

　先生方のきめ細やかな援助や環境構成を知ることは自分の考

え方や視野を広げる重要な学びとなっています。特別区の幼稚

園での教育ボランティアを通して、私は子どもが自ら「遊びた

い」「挑戦してみたい」と思えるような関わり方や環境構成につ

いて日々先生方の保育から学んでいます。

　今後もこの貴重な経験に感謝し、一回一回のボランティアの

機会を大事にしながら、得た経験を自分の保育者としての成長

に繋げていきたいです。

担当・講座名 開講回数・受講者数（令和６年12月末日現在）

大矢隆二先生の
　講座１　海洋の知識と実践力を養う自然体験学習
　講座２　ペン（硬筆）学習会

２回開講、延べ受講者数　　18名
５回開講、延べ受講者数　　16名

令和７年１月以降　２回開講予定

小笠原優子先生の
　講座　子どもの学びにつながる地域
　　　　学習教材調べと教材化

６回開講、延べ受講者数　　31名
令和７年１月以降　４回開講予定

廣井雄一先生の
　講座　福祉現場を知る（児童養護施設） １回開講、延べ受講者数　　８名

開講講座は「４講座」、延べ受講者数は「73名」でした

未 来 塾
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旅行の楽しみ

「子ども、子育てを支援する人」を支援する

　自分で旅の計画を立て、現地でいろいろと問題解決をし
ながら行動するのが楽しい。学生の皆さんは、忙しくてむ
ずかしいと言うかもしれないが、若いときの旅の経験は人
生後半でのそれとは違うはずだ。ぜひお勧めしたい。
　最近の私の様子を書いてみよう。年に一度くらいドイツ
へ旅行している。なぜドイツなのかというと、古い町並み
がきれいなこと、鉄道に乗るのが好きなこと、ビールとソー
セージが美味しいこと、言葉の響きが好きなことなどが理
由だ。
　計画は半年ほど前から立て始める。出国と帰国の日程を
はじめに決めて、航空会社のホームページで航空券を探す。
早めに購入すると価格が安いし好みの座席が指定できる。
ドイツ国内の旅程については、地図を見ながら、鉄道での
移動を考える。ドイツ鉄道（ＤＢ）のアプリを携帯などに
入れておくと、乗り換え案内が調べられるし、切符の購入
もできる。切符は携帯に PDF ファイルで送られてくる。出
発の数ヶ月前には、訪問する都市を決める。ＤＢの切符は
事前に、乗車の日時と列車番号を指定して購入すると、普
通切符の半額以下の料金になるのでお得である。宿泊の予

約は、大手のホテル予約サイトを利用する。その中から好
みのホテルを選び予約する。
　航空券、鉄道切符、ホテルの予約ができれば、あとは現
地での旅行を楽しめる（はずだ）。自分のドイツ語は、かつ
て身につけた知識が剥落しているので実用性がひくい。そ
れでも少しドイツ語を話すと、相手の人が笑顔になってく
れる。今年の夏はハンブルク美術館の中で、となりにいた
女性から「日本の方ですか」と聞かれ、「はい、日本からの
旅行者です」と答えると、それからしばらく会話が続いた。
息子さんは日本の女性と結婚し、京都で暮らしているとの
こと。
　計画の最中や旅の途中でトラブルに遭うこともあるが、
幸運なこともある。冬の晴れた早朝に、薄雪をまとった
ノイシュバンシュタイン城を間近に見たときは感激した。
ミュンヘン・バイエルン国立歌劇場でのオペラの券をオン
ラインで探すと、最前列で中央の席を２枚購入できるとい
う奇跡的な幸運もあった。良いことがあると、悪い方の記
憶はうすれていくようだ。

　少子社会が顕著になった現在、少ない子どもをどのよう
に育てていくのかが社会の課題になりつつあります。孤独
な子育て、不安を抱えた保護者の支援がクローズアップさ
れて「子育て支援」という言葉も定着しました。しかし子
育ての問題は社会の変化に大きく左右されて問題の核心が
目まぐるしく変化しているのが現状です。
　「子どもの最善の利益」が最大限尊重され、その実現のた
めに働くのが間違いなく保育者・教育者・支援者の使命で
すが、職場の人間関係や保護者対応が主な理由で休職に追
い込まれるケースが多数あると認識しています。一昔前と
比べると仕事そのものが多様化、複雑化し力量が要求され
ているのも事実です。つい先日の研修会場で「そこまでや
らなければなりませんか？」と質問され、一瞬の返答に困っ
たことがありました。
　けれど、子どもと共に在り続け、子どもの懸命に生きる
姿に元気をもらい、頑張る力をもらえるこの仕事はやっぱ

り素晴らしい仕事です。子どもが健やかに成長し、保護者
も保護者として成長し、そして保育者も専門家として成長
する、トリプルウインの実現は不可能なことではありませ
ん。保育者・教育者を目指す若い人たち、さらに現職の先
生方、子ども・子育てを支える人たちをどうしたら支える
ことができるのか、希望をもって仕事を続けられるように
するためにはどうしたらよいのか、すべての大人が考えな
ければなりません。人任せ、保護者任せ、学校・園任せで
はなく、それぞれの立場でやるべきことがあります。
　そのためには、まず専門家である保育者・教育者、支援
者の声を真摯に聞こうとする姿勢が最も重要です。行政が
動くには時間がかかりますが、あきらめずに先生方の発信
を支え、研究成果として社会に伝えていくことが今後研究
者にますます求められることだと思います。どうしたら先
生方を支えることができるのか、地域の一大人として研究
者の端くれとして今後も考えていくつもりです。
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教育実習

　タイトルの言葉は、私の親友にしてスポーツ実況解説の盟友でもある板垣龍佑アナウンサー（テレビ東京）が、テレビ東京

アナウンス部に代々伝わる名句として教えてくれたもので、「準備の大切さ」を表している。

　スポーツ実況者はアスリートのプレーやゲームの見どころを語ることが仕事なのだが、実はスポーツ中継においては１秒

単位で尺（時間）が厳密に決められていたり、目まぐるしくプレーが展開していくため、長々と語ることはできない。そのよ

うなスポーツ実況者の道に進んだ若かりし頃の板垣アナは、局の先輩から次のように教えられたという。

　スポーツ実況では10しか話せないかもしれないが、そこに対して10準備して臨むのではなく、100準備して臨みな

さい。同じ10という尺でも、10の準備をした者と100の準備をした者とでは、その10の濃さに雲泥の差が開く。

　翻って、私は教育実習生の頑張りを見ていると、自分自身が新米教員だった頃を思い出す。教員になった当初、右も左も

分からない私は、授業で10準備して10出すのがやっとだった（いや、正直に告白すると７準備して無理やり10出していた）。

しかし、教員５年目を迎えた今では、努力が少しずつ蓄積していき、40〜50くらいの準備ができているような気がしている。

　こうして準備が進み、自分の中の引き出しが増えるほど、学生の理解度やリアクションペーパーの内容に応じて話し具合

を変えることができたり、あるいは、教えなければならない知識や理論を、学生が共感できる身近なトピックや時事ネタに

引きつけながら伝えることができたりするようになっていることを実感している。つまり、決められたことをその通りに伝

える杓子定規な授業から、ジャズセッションのように目の前で聞いている学生と共創していく授業を提供できるようになる

ということだ。私はこのセッション的授業空間を作り上げることが、「主体的・対話的で深い学び」を形作る第一歩なので

はないかと考えている。

　おそらく教育実習を経験した学生は、授業を行う上で必要となる準備の量に圧倒されていることと思う。でも、心配はい

らない。どんな先生でもはじめは準備０からスタートしたはずであるし、真摯に教壇に立っていれば年々自然とその数字は

大きくなっていくはずだ。だから、焦らず無理せずゆっくりと準備してほしい。きっと数年後には、「自分にはたくさん引

き出しがあるのに、10しか出せなかった」と、授業時間があっという間に感じられるようになるだろうから――。
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　私は都立高校で３週間教育実習を行い、高１・２年生の保健体育を担当しました。担当した授業の種目や時数が多くて準

備や改善に苦戦しながらも、実習先の先生方や生徒、大学の先生方のおかげで充実した実習となりました。

　今回の実習を通して多くの学びと経験を得ることが出来ました。中でも最も影響を受けたのは「目の前の生徒が見えてい

るか」という教師としての視点でした。この視点を考えるきっかけになったのは、保健の授業の構成に関して保健体育科の

先生方に相談をした時です。保健は「飲酒・喫煙・薬物乱用」の３回分の授業を担当していたのですが、喫煙の授業を作っ

ている時に「教えるべきだと思う部分が多すぎるが故に詰め込み型の面白くない授業になっていること」について悩んでい

ました。すると先生に「柴田の目の前には生徒がいない」と言われました。「生徒のため」を最優先に授業を考え続けてい

た私にとっては衝撃的な言葉でした。しかし、「生徒にタバコを吸ってほしくない」という願いと「目の前の生徒たちは騙

されるよりも断れない可能性の方が高い」ということを考えると教えるべきことが絞れました。高校生が知っておくべきこ

とではなく、自分が教える生徒の現状（環境や思考の傾向、持っている知識など）を踏まえた上で教えるべき内容を吟味する

ことの大切さに気付きました。

　実習の最終週には多くのメッセージや素敵な花束をもらうことができたため、自分なりの頑張りがみんなに届いた気がし

てとても嬉しかったです。また、学校にいる時間は学校でしかできないことのために使ったり、積極的にアクションを起こ

したりすることで、実習をより充実させることができると感じました。この経験は将来教育現場に携わる際に活きると思う

し、まずは数か月後に迫った副免許（小学校全科）の実習の際に活かせると思います。これからは吸収した多くの考え方を活

用しながら自分のこだわりを見つけていきたいです。

よこはま教師塾アイ・カレッジで得たもの
初等教育学科　４年　中

なか

尾
お

  早
さ

希
き
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　私は大学３年生の９月頃から「よこはま教師塾アイ・カレッ

ジ」に参加しました。授業づくりで大切なことや学級づくりで

大切なこと、子どもとの関わり方についてなどたくさんのこと

を学ぶことができました。また、市内の施設で災害について学

び、引率の訓練もしました。特に災害について市内の施設で学

ぶ講座では学校にいる時に災害が起きた時にどのように対応し

ていくべきか深く考えるきっかけになりました。

　また、アイ・カレッジでは教師になりたいという同じ夢をも

つ仲間と出会うことができました。講座の中でグループの仲間

たちと意見交換をしたり、一緒に授業づくりをしたりして、交

流を深めることができました。アイ・カレッジを卒塾したあと

でも同じグループだった人たちと教員採用試験の対策を一緒に

行ったり、教員採用試験の情報交換をしたりして、お互いに高

めあいながら試験に向けて勉強することができました。

　アイ・カレッジでの講座や仲間たちとの関わりを通して教師

になりたいという気持ちをより強くもつことができるようにな

りました。この気持ちを大切に４月から横浜市の教師として頑

張っていきたいと思います。

　始めは、一次試験の免除というメリットに惹かれてティー

チャーズカレッジのチャレンジコースを受けました。しかし、

実際に通った今となっては、必要な経験であったと感じています。

　多くはグループでの活動になるので、仲間と共にグループ活動

に取り組んだり、お互いの模擬授業を受け合って改善したりと長

期的に多くの人と関わることができます。模擬授業については、

教科別にも分かれて行うため、専門的な助言も多くいただけました。

　教育学講座や特別講座では、児童との関わり方や指導法、人

権教育、コミュニケーションの重要性、授業づくり、学級経営

などと幅広く学習できます。実践力向上講座では、普段では経

験することの出来ない授業やイベントの補助に入らせていただ

いたりすることができました。スクールライフサポーターでは、

継続的な児童との関わり、教師と児童の関わり方や授業参観、

児童指導等を経験できます。これらの経験を通して、教師とい

う職がより鮮明になったと感じています。

　ティーチャーズカレッジでの出会いや学びを基に、全身全霊

で教師という仕事を楽しんでいきたいです。

　私は３年生の９月から「よこはま教師塾アイ・カレッジ」の

ベーシック講座に参加し、今もスタンダード講座を継続して受

講しています。アイ・カレッジの講義では近年の教育問題や児

童生徒との接し方など幅広い分野で最新の教育情報を学ぶこと

ができます。アイ・カレッジの講義を踏まえて改めて大学の授

業を受けてみると、新たな視点や気づきが生まれて大学の授業

の内容がよりわかるようになりました。講義の他にも模擬授業

や引率訓練があり、同じ夢を目指す仲間とたくさんの検討を重

ねてひとつの授業を作りあげる時間は普段授業では考えられな

いところまで深く考えることができて非常に勉強になり、今後

の授業づくりの参考になると思いました。さらに、論文の書き

方や指導案の書き方、横浜市の教育の特徴など教員採用試験に

も活かせるような内容も学べます。これから教師体験プログラ

ムというボランティア活動も控えているので、学んだことを活

かして全力で児童生徒と向き合っていきたいです。

　私は、大学３年生の夏から約半年間、かながわティーチャー

ズカレッジのチャレンジコースに参加しました。ここでは、教

育学講座、特別講座などと同じ熱意を持つ仲間たちとグループ

ワークを通して知識を高めることや、実際に幾つかの学校での

ボランティア活動等を通して実践的にスキルを身に付けること

ができました。カレッジに参加してなによりも良かったと思う

ことは、同じ夢をもつ仲間たちと出会えたことで毎回の講座が

刺激になり、自分を大きく成長させることができたことです。

カレッジ終盤に行われた全員が行う模擬授業では、それまで学

んできたことを活かして授業を行いました。それまでチームと

して切磋琢磨し合えたことで、良いところも改善できるところ

も互いにアドバイスし合い、自分だけでは伸ばすことのできな

かった部分についても個々のレベルもあげることができたと

思っています。この約半年間のとても濃く充実した時間を活か

して、春から子どもたちと向き合い頑張っていきます。

　　よこはま教師塾アイ・カレッジより

かながわティーチャーズカレッジより
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目的に沿った指導をすること

生徒に寄り添う指導を学んだ教育実習
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　離島の調査研究を行っていると、島特有の文化に触れることができます。先日訪れた沖縄県の八重山地方の黒島には、「15

の島立ち」という言葉がありました。離島地域には高等学校がないことが多く、中学校を卒業すると、進学や就職を希望す

る子どもたちは島を出て一人暮らしをはじめるか寄宿舎生活を送ることになります。これが「15の島立ち」という言葉の

所以です。そのため、黒島の先生方は、それを見越して、必要以上に子どもたちの問題に介入せず、「見守り中心」で子ど

もたちだけの力で問題を解決する力を育むことを目的に指導をされておられました。この目的によって子どもたちとどう関

わるか何を教えるのか教員間で検討が行われ、子どもたちの状況に合わせて指導が実践されていきます。

　例えば、島での暮らしに直結する生活指導場面においては、「ケンカが起こって教員が入って解決することは簡単で本島

地方の通常学級だったらそうするけれど、黒島では、子どもたち同士で納得いくまで話し合わせるようにしている。時間は

かかるけれど、離島の人間関係は長い時間変わらない。そこを考えて指導しないと子どもたちが島で生きづらくなってしま

う。」というように、人間関係に変化の少ない島の実態に合わせた指導がなされているというわけです。

　教育実習においては、教育の現場で行われている授業を参観し、自分自身でも授業を計画して実践する場があります。指

導する際には、ただ技能を教えるだけではなく、何ができるようになれば子どもたちの躓きが解消され、どのように工夫す

れば運動のおもしろさを享受することができるのか、子どもたちの様子をよく把握する必要があります。その上で「何をで

きるようにするのか」という明確な目的を立て、その目的を達成するために評価方法を含めて方法を考えるところにおもし

ろさがあり、それが教材作りの出発点になります。限られた単元の中で育める能力は限られていますから、ますます明確な

目標を目の前の子どもたちの状況に合わせて設定し、子どもたちが深く学ぶことができるような仕掛けを授業の中に組み込

んでいくことが求められます。

　体育の授業は学習です。子どもたちが「どのように学び、何をできるようにするのか」、それを達成するために教員は「ど

のように指導するのか」についてよく検討し、実習校の先生方にご指導をいただきながら実践的な指導力を身に付けること

ができるよう奮闘してほしいと思っています。

　私は公立中学校で３週間教育実習を行い、中学２年生、３年生の保健体育を担当しました。最初は不安でいっぱいでした

が実習先の先生方や生徒が温かく迎えてくださり、とても学びの多い、充実した日々を送ることができました。

　私は教育実習で授業を行う中で、「生徒一人ひとりに応じた指導」の重要性を学びました。実習前の私は授業計画を立て

る際に、学習内容をどのような順序で指導するか、時間内にすべて扱えるかといった点に意識が向いていました。しかし、

授業を実際に行ってみると生徒の理解度や反応は想像以上に多様であり、同じ説明をしてもすぐに理解できる生徒もいれば、

動きやルールがわからず戸惑ってしまう生徒がいることを実感しました。そこで、指導教諭の先生と毎時間の授業を振り返

り、生徒がどの場面で躓きやすいのか、どのような言葉を使えばより伝わりやすいのかを話し合い、次の授業づくりに生か

すように努めました。ホワイトボードの使い方を工夫して要点を視覚的に整理したり、実際に動きを見せながらシミュレー

ションを行ったりすることで、生徒が技術を習得しやすくなるように心掛けました。その結果、技術やルールの理解が進み、

試合中に混乱する生徒が減ったり、練習をスムーズに取り組む生徒が増えたりする変化が見られました。自分の工夫が生徒

の学びや行動の変化につながっていることは、大きな成果であり、教師としてのやりがいを感じる経験となりました。

　今回の実習を通して、教師の役割は「教えること」だけでなく、生徒一人ひとりを理解し、その学びを支える存在である

ことを学びました。この経験は、教師としての基礎を築く貴重な学びであったと感じています。教師として成長するために

は授業での生徒の反応や理解の様子を丁寧にくみとり、授業後に振り返ることが重要だと強く思いました。今後も生徒理解

を大切にし、実践と振り返りを積み重ねながらより良い授業を創り出せる教師へと成長していきたいです。
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　タイトルの言葉は、私の親友にしてスポーツ実況解説の盟友でもある板垣龍佑アナウンサー（テレビ東京）が、テレビ東京

アナウンス部に代々伝わる名句として教えてくれたもので、「準備の大切さ」を表している。

　スポーツ実況者はアスリートのプレーやゲームの見どころを語ることが仕事なのだが、実はスポーツ中継においては１秒

単位で尺（時間）が厳密に決められていたり、目まぐるしくプレーが展開していくため、長々と語ることはできない。そのよ

うなスポーツ実況者の道に進んだ若かりし頃の板垣アナは、局の先輩から次のように教えられたという。

　スポーツ実況では10しか話せないかもしれないが、そこに対して10準備して臨むのではなく、100準備して臨みな

さい。同じ10という尺でも、10の準備をした者と100の準備をした者とでは、その10の濃さに雲泥の差が開く。

　翻って、私は教育実習生の頑張りを見ていると、自分自身が新米教員だった頃を思い出す。教員になった当初、右も左も

分からない私は、授業で10準備して10出すのがやっとだった（いや、正直に告白すると７準備して無理やり10出していた）。

しかし、教員５年目を迎えた今では、努力が少しずつ蓄積していき、40〜50くらいの準備ができているような気がしている。

　こうして準備が進み、自分の中の引き出しが増えるほど、学生の理解度やリアクションペーパーの内容に応じて話し具合

を変えることができたり、あるいは、教えなければならない知識や理論を、学生が共感できる身近なトピックや時事ネタに

引きつけながら伝えることができたりするようになっていることを実感している。つまり、決められたことをその通りに伝

える杓子定規な授業から、ジャズセッションのように目の前で聞いている学生と共創していく授業を提供できるようになる

ということだ。私はこのセッション的授業空間を作り上げることが、「主体的・対話的で深い学び」を形作る第一歩なので

はないかと考えている。

　おそらく教育実習を経験した学生は、授業を行う上で必要となる準備の量に圧倒されていることと思う。でも、心配はい

らない。どんな先生でもはじめは準備０からスタートしたはずであるし、真摯に教壇に立っていれば年々自然とその数字は

大きくなっていくはずだ。だから、焦らず無理せずゆっくりと準備してほしい。きっと数年後には、「自分にはたくさん引

き出しがあるのに、10しか出せなかった」と、授業時間があっという間に感じられるようになるだろうから――。
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　私は都立高校で３週間教育実習を行い、高１・２年生の保健体育を担当しました。担当した授業の種目や時数が多くて準

備や改善に苦戦しながらも、実習先の先生方や生徒、大学の先生方のおかげで充実した実習となりました。

　今回の実習を通して多くの学びと経験を得ることが出来ました。中でも最も影響を受けたのは「目の前の生徒が見えてい

るか」という教師としての視点でした。この視点を考えるきっかけになったのは、保健の授業の構成に関して保健体育科の

先生方に相談をした時です。保健は「飲酒・喫煙・薬物乱用」の３回分の授業を担当していたのですが、喫煙の授業を作っ

ている時に「教えるべきだと思う部分が多すぎるが故に詰め込み型の面白くない授業になっていること」について悩んでい

ました。すると先生に「柴田の目の前には生徒がいない」と言われました。「生徒のため」を最優先に授業を考え続けてい

た私にとっては衝撃的な言葉でした。しかし、「生徒にタバコを吸ってほしくない」という願いと「目の前の生徒たちは騙

されるよりも断れない可能性の方が高い」ということを考えると教えるべきことが絞れました。高校生が知っておくべきこ

とではなく、自分が教える生徒の現状（環境や思考の傾向、持っている知識など）を踏まえた上で教えるべき内容を吟味する

ことの大切さに気付きました。

　実習の最終週には多くのメッセージや素敵な花束をもらうことができたため、自分なりの頑張りがみんなに届いた気がし

てとても嬉しかったです。また、学校にいる時間は学校でしかできないことのために使ったり、積極的にアクションを起こ

したりすることで、実習をより充実させることができると感じました。この経験は将来教育現場に携わる際に活きると思う

し、まずは数か月後に迫った副免許（小学校全科）の実習の際に活かせると思います。これからは吸収した多くの考え方を活

用しながら自分のこだわりを見つけていきたいです。

よこはま教師塾アイ・カレッジで得たもの
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　私は大学３年生の９月頃から「よこはま教師塾アイ・カレッ

ジ」に参加しました。授業づくりで大切なことや学級づくりで

大切なこと、子どもとの関わり方についてなどたくさんのこと

を学ぶことができました。また、市内の施設で災害について学

び、引率の訓練もしました。特に災害について市内の施設で学

ぶ講座では学校にいる時に災害が起きた時にどのように対応し

ていくべきか深く考えるきっかけになりました。

　また、アイ・カレッジでは教師になりたいという同じ夢をも

つ仲間と出会うことができました。講座の中でグループの仲間

たちと意見交換をしたり、一緒に授業づくりをしたりして、交

流を深めることができました。アイ・カレッジを卒塾したあと

でも同じグループだった人たちと教員採用試験の対策を一緒に

行ったり、教員採用試験の情報交換をしたりして、お互いに高

めあいながら試験に向けて勉強することができました。

　アイ・カレッジでの講座や仲間たちとの関わりを通して教師

になりたいという気持ちをより強くもつことができるようにな

りました。この気持ちを大切に４月から横浜市の教師として頑

張っていきたいと思います。

　始めは、一次試験の免除というメリットに惹かれてティー

チャーズカレッジのチャレンジコースを受けました。しかし、

実際に通った今となっては、必要な経験であったと感じています。

　多くはグループでの活動になるので、仲間と共にグループ活動

に取り組んだり、お互いの模擬授業を受け合って改善したりと長

期的に多くの人と関わることができます。模擬授業については、

教科別にも分かれて行うため、専門的な助言も多くいただけました。

　教育学講座や特別講座では、児童との関わり方や指導法、人

権教育、コミュニケーションの重要性、授業づくり、学級経営

などと幅広く学習できます。実践力向上講座では、普段では経

験することの出来ない授業やイベントの補助に入らせていただ

いたりすることができました。スクールライフサポーターでは、

継続的な児童との関わり、教師と児童の関わり方や授業参観、

児童指導等を経験できます。これらの経験を通して、教師とい

う職がより鮮明になったと感じています。

　ティーチャーズカレッジでの出会いや学びを基に、全身全霊

で教師という仕事を楽しんでいきたいです。

　私は３年生の９月から「よこはま教師塾アイ・カレッジ」の

ベーシック講座に参加し、今もスタンダード講座を継続して受

講しています。アイ・カレッジの講義では近年の教育問題や児

童生徒との接し方など幅広い分野で最新の教育情報を学ぶこと

ができます。アイ・カレッジの講義を踏まえて改めて大学の授

業を受けてみると、新たな視点や気づきが生まれて大学の授業

の内容がよりわかるようになりました。講義の他にも模擬授業

や引率訓練があり、同じ夢を目指す仲間とたくさんの検討を重

ねてひとつの授業を作りあげる時間は普段授業では考えられな

いところまで深く考えることができて非常に勉強になり、今後

の授業づくりの参考になると思いました。さらに、論文の書き

方や指導案の書き方、横浜市の教育の特徴など教員採用試験に

も活かせるような内容も学べます。これから教師体験プログラ

ムというボランティア活動も控えているので、学んだことを活

かして全力で児童生徒と向き合っていきたいです。

　私は、大学３年生の夏から約半年間、かながわティーチャー

ズカレッジのチャレンジコースに参加しました。ここでは、教

育学講座、特別講座などと同じ熱意を持つ仲間たちとグループ

ワークを通して知識を高めることや、実際に幾つかの学校での

ボランティア活動等を通して実践的にスキルを身に付けること

ができました。カレッジに参加してなによりも良かったと思う

ことは、同じ夢をもつ仲間たちと出会えたことで毎回の講座が

刺激になり、自分を大きく成長させることができたことです。

カレッジ終盤に行われた全員が行う模擬授業では、それまで学

んできたことを活かして授業を行いました。それまでチームと

して切磋琢磨し合えたことで、良いところも改善できるところ

も互いにアドバイスし合い、自分だけでは伸ばすことのできな

かった部分についても個々のレベルもあげることができたと

思っています。この約半年間のとても濃く充実した時間を活か

して、春から子どもたちと向き合い頑張っていきます。

　　よこはま教師塾アイ・カレッジより

かながわティーチャーズカレッジより

教 師 塾
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東京教師養成塾より

かながわティーチャーズカレッジより

よこはま教師塾アイ・カレッジより

彩の国かがやき教師塾より
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　大学３年生の 11 月、「いい先生になりたい」と漠然と
した理想を抱いて入塾した東京教師養成塾での１年間は、
理想と現実のギャップに、葛藤し続けた日々でした。特
別教育実習では、教材研究を重ねても授業が思うように
進まず、力不足に涙することもありました。しかし、私
を支えてくれたのは子どもたちの存在で、「先生の授業
だ！」と喜ぶ姿や真剣に向き合ってくれる姿に、何度も
励まされました。理科の授業では、自作の模型を用いて
筋肉の収縮を視覚化するなど、指導書通りでなく子ども
の視点に立った授業を模索しました。その中で、授業を
組み立てる面白さや、教材研究の奥深さを体感しました。
また、教科等指導力養成講座で仲間と切磋琢磨し、実習
と往還しながら理論と実践を結びつけた経験も、私の大
きな財産となりました。
　私はこの１年間で「いい先生」に正解はなく、目の前
の子どもに誠実に向き合い続ける姿勢こそが大切だと気
付きました。恩師のように、子どもと同じ目線で喜びを
分かち合える存在になれるよう、一人一人の見取りを大
切にし、周囲と連携しながら安心できる環境を整えてい
きたいです。「出会えてよかった」と思われる教師を目指
し、子どもと共に私自身も成長し続けていきます。

　私は「かながわティーチャーズカレッジ」のチャレン
ジコースに参加しました。講義では「神奈川県の求める
教師像」を軸とし、教育課題だけでなく、コミュニケーショ
ン能力や社会人としての自覚など、自分がどのような教
師になりたいのか改めて考えることができました。また、
大学や年齢の垣根を超えて、教師を目指す仲間に出会い、
新たな考えや価値観を共有することができました。講義
だけではなく、実際に学校に行き、子どもたちや先生方
と関わる機会もありました。中でも小学校の運動会への
参加は特に印象に残る活動の１つです。普段の授業とは
異なる環境の中での先生方の指導の様子や、子どもたち
が喜びや悔しさを感じながら一生懸命に取り組む姿を見
て、教員という仕事の新たな魅力を実感しました。さらに、
共に学んだ受講生とは教員採用試験当日にも再会し、安
心感から試験の緊張も和らぐなど、約半年間学び合った
受講生の存在は大きな支えとなりました。
　このティーチャーズカレッジでの経験や学びを活かし
て、春から頑張ります。

　私は大学３年生の 9月から、横浜市教育委員会が運営
している教師塾である『アイカレッジ』に行きました。
主に、横浜市が行っている教育の方針や教師としての心
構えなどを学びました。
　普段の様々な思いを持った学生が混在している大学の
講義とは異なり、同じ行政の教育公務員を目指すという
同じ志の者たちとの対話やグループワークをすることが
でき、横浜市の教員になることをより一層目指すきっか
けになりました。アイカレッジの講義の中で様々な横浜
市の取り組みを知り、授業の一環での学校ボランティア
などでは多くの現場の声を知りました。このように横浜
市の教育について深く知ることができ尚且つ、教員採用
試験への対策としても大きな役割を果たしたと感じます。
横浜市は模擬授業や面接、小論文など試験の内容が多く
対策がしにくいものばかりですが、アイカレッジで早め
に横浜市や教員について学ぶことによって、もともと知
識を持ったうえで採用試験の対策、試験本番に挑むこと
ができました。
　今後もこのようなアイカレッジでの大切な経験や仲間た
ちとの出会いに感謝し、身体的にも精神的にも不安定な時
期の子供たちの支えになれるような教員になれるように尽
力していきます。

　私は大学 3年生の 1月から 1年間彩の国かがやき教師
塾マスターコースに参加しました。ここでは、毎週の学
校体験実習や月に一度の講演・講義・演習、宿泊体験活
動などを通して多くの知識や経験を得ることができまし
た。その中でも最も心に残っているのは学校体験実習で
す。その実習では週に一度程度しか学校に行かないため、
初めは生徒と仲良くなれるかさえ不安でしたが、最後に
は私も生徒も涙ながらのお別れをし、最高の思い出とな
りました。また、よくバレー部で指導をしていたある生
徒が「先生のおかげで夢ができました。先生の教師にな
りたい理由を聞いて私も教師を目指してみようって決め
ました！」と言ってくれました。初めて生徒に夢を与え
ることができたことに喜びを持った反面、教師として見
られているという自覚を再確認する機会となりました。
　大変なことがたくさんありましたが、教師を目指す仲
間と共に行った 1年間の活動はとても良い経験となりま
した。教師 0年目として過ごしてきたこの 1年間の経験
を胸に、これからも研鑽を積んで参ります。
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　本誌「思ひ草」の命名は、他ならぬ初代センター長であっ
た筆者です。それから16年の歳月を経て、今も教職関係者
に「思ひ草」が読み継がれていることに深い感銘を受ける
次第です。
　さて、筆者は学校教育現場や教育センター、大学での教
員養成、学会での人材育成と、多年「人づくり」に携わり、
その道のプロたるべく自らを鼓舞しつつ励んで参りました。
例えもう一度別の人生を送るチャンスを入手できたとして
も、きっと迷うことなく同じことを繰り返すに違いありませ
ん。それは、教育するという教職が国家・社会において必
要不可欠な仕事であり、誇るべき職業だからです。
　筆者が教育学、とりわけ道徳教育学に興味を寄せ、今日ま
でその研究分野の充実発展に寄与したいと志したきっかけ
は、学生時代に読んだペスタロッチの『隠者の夕暮れ』とい
う岩波文庫の１冊でした。紆余曲折はあったものの、道徳教
育学研究の世界で初志貫徹ができたのはこの薄っぺらい１冊

　「先生、お久しぶりです」
　同窓会ではない。しかも次々と、そう声をかけられたのは、
関東中学校剣道大会の会場でのこと。
　その日私は、東京都学校剣道連盟理事長の立場でひな壇
に座っていた。開会式が引けると、懐かしい顔が次々と私の
もとへ挨拶に訪れた。関東一円で教職に就いた人間開発学
部卒業生たちである。
　「今、○○中学校で○年目です」。赴任校で剣道部指導に
あたり、予選を勝ち抜いて生徒を大会出場に導いた由。「う
ちの生徒の試合、しっかり見て下さいね！」
　一方で、大会運営にあたる開催県赴任の者、審判員を務
める者も代わる代わるやってきた。「先生、そんなとこに座っ
て、ずいぶんお偉いさんじゃないっすか」、「こいつ、今ごろ
わかったか」。たわいない会話に、隣席の大会副会長も笑っ
ている。「大学での教え子さんですか、いいですね」
　彼らの中には、教職に就いてからも日々の仕事の傍ら努
力を重ね、予選を勝ち抜き全国教職員剣道大会の県代表と

との運命的な出会いであったと、感謝しているような次第です。
　若い時分は、善とそうでないものの違いについて「分かる」
だけでした。でも、道徳教育研究の世界に身を置いて、何
度も何度も反芻し、思考を重ねるうちに真実とそうでないも
のとの違いが「判る」ようになってきました。だからといっ
て自分自身の日常的道徳生活が改善されたのかというと、
決してそんなことはありません。ただ、それがなぜ必要なの
かと少しだけですが「解る」ようになってきました。
　ドイツの偉大な哲学者であるエマヌエル・カントは、その
名著『実践理性批判』の中で我々の心を充足するのは「私
の上なるほしをちりばめた空と私のうちなる道徳的法則であ
る」という名言を遺しています。そんな「わかりそうで、わ
からないことをわかろうとする」ことこそ、「学ぶ」ことな
のだと実感します。昨今の学校教育では合理的な「分かる」、
「判る」へ傾斜し、「解る学び」が軽視されていないでしょう
か。（了）

して出場した者もいる。生徒指導に追われ、なかなか自分
の剣道どころではないだろうに、みんな、がんばってるな…。
　目前の試合場で、教え子教員が監督をする学校どうしの
試合が始まった。むむ、どっちを応援しようか…、どっちも
がんばれ！　学生大会では監督席から選手を鼓舞してきた
私も、つい血が騒ぐ。
　表彰式で授与者を務め、閉会式を終えると、かつてゼミ
で手を焼いた輩が声をかけてきた。
　「車で来たんすかぁ、先生。それじゃこの後みんなと飲み
に行けないじゃないですか」、「オイオイ、そっちも引率した
生徒たちを無事に帰すのが先だろ」、「あ、そうっすね。ハ
ハハ」
　街中に繰り出して、在学時代のバカ話に花咲かせられな
かったのはちと残念。しかし今や皆いっぱしの先生なんだ
から、致し方なしか。
　次に桜咲く頃大学を去る私には、立派な教師となった教
え子たちの姿に喜びを噛みしめる一日となった。

國學院大學人間開発学部教育実践総合センター
〒225-0003　横浜市青葉区新石川3-22-1

電話：045-910-3760  fax：045-910-3756

國學院大學人間開発学部教育実践総合センターだより　
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　私は、教育インターンシップや教育実習でお世話になってい

る小学校の４、５年生の宿泊体験学習に引率ボランティアとし

て参加しました。これまでは学校現場で子どもたちと関わって

きましたが、いつもと異なる環境でいつもより長い時間を共に

過ごしていく中で学校とは違った子どもたちの生き生きとした

姿を見ることができ、とても有意義な時間を過ごすことができ

ました。

　特別支援級の児童と先生方と一緒に活動させていただいたの

ですが、はじめは慣れないことばかりでなかなか子どもたちと

コミュニケーションがとれず、振り回されてしまうことが多く

ありました。しかし、先生方の子どもとの関わり方や子どもた

ちがもっている癖などをよく観察していくことで、少しずつ一

人ひとりに応じた関わり方が見えてきました。また、先生方も

色々なアプローチを試しながら関わり方を見つけているという

ことを聞き、諦めずに粘り強く取り組むことの大切さを学びま

した。今後もボランティアに積極的に参加して、現場での学び

を大切にしていきたいです。

　私は大学３年生の３月から特別区の幼稚園へ教育ボランティ

アに行っています。主に保育の観察、時には保育の補助や支援

が必要な子どもへの援助を行っています。

　教育ボランティアでは実習とは違い、長期的に子どもの姿や

保育を見ることができます。子どもの遊びの様子や変化はもち

ろん、先生方の援助の工夫を連続的に見て、少しずつ変わる環

境構成や先生方の関わりから、そこに込められた教師の願いや

指導方法を学ぶことができるというのはとても貴重な経験であ

り、入職した際の保育の引き出しに繋がると感じています。

　先生方のきめ細やかな援助や環境構成を知ることは自分の考

え方や視野を広げる重要な学びとなっています。特別区の幼稚

園での教育ボランティアを通して、私は子どもが自ら「遊びた

い」「挑戦してみたい」と思えるような関わり方や環境構成につ

いて日々先生方の保育から学んでいます。

　今後もこの貴重な経験に感謝し、一回一回のボランティアの

機会を大事にしながら、得た経験を自分の保育者としての成長

に繋げていきたいです。

担当・講座名 開講回数・受講者数（令和６年12月末日現在）

大矢隆二先生の
　講座１　海洋の知識と実践力を養う自然体験学習
　講座２　ペン（硬筆）学習会

２回開講、延べ受講者数　　18名
５回開講、延べ受講者数　　16名

令和７年１月以降　２回開講予定

小笠原優子先生の
　講座　子どもの学びにつながる地域
　　　　学習教材調べと教材化

６回開講、延べ受講者数　　31名
令和７年１月以降　４回開講予定

廣井雄一先生の
　講座　福祉現場を知る（児童養護施設） １回開講、延べ受講者数　　８名

開講講座は「４講座」、延べ受講者数は「73名」でした

未 来 塾
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　私はこれまで小学校の宿泊体験学習に計 10回引率ボラ
ンティアとして参加してきました。宿泊体験学習ではそ
の日初めて関わる児童も多く、関係づくりに難しさを感
じる場面もありました。しかし、共に活動を重ねる中で
児童との関係が次第に深まり、信頼関係が築かれていく
ことを実感しました。また、１日目にはできなかったこ
とが２日目にはできるようになるなど、短期間で成長す
る児童の姿も見られました。
　私が特に印象に残っているのは６年生の修学旅行で個
別支援級の児童についた時のことです。普段は落ち着き
のない児童が室長に立候補し、役割を得たことで、仲間
に声をかけたり、片付けを率先して行ったりする姿が見
られました。私はその姿を見て、「〇〇さんが周りをよく
見て行動できているから、周りの友達はとても助かって
いるよ」というように具体的に褒め、肯定的に関わるこ
とで、自信をもったのか、活動全体でも周囲を気遣う行
動が増えていきました。この経験から宿泊体験学習は普
段の学校生活では見えにくい子どもの可能性を引き出す
大切な場であると感じました。
　私も来年度から活動の意味を考え、可能性を拓くこと
のできる宿泊体験学習を実現していきたいです。

　公立幼稚園のボランティアを 1年生の春休みに紹介し
て頂きました。ボランティアが縁となり、インターンシッ
プに、夏季保育アルバイト、実習と長く関わらせていた
だき、2年保育の子どもたちの入園から卒園を断続的にみ
ることができました。
　年少時には、大好きだよと後をずっとついて回り大人
と関わりたいと求めることの多かった子どもが、子ども
同士で遊べるようになりこちらが成長と寂しさを感じて
いると突然「先生これあげるよ」と工作したわっかを私
の薬指にはめてくれ、思わず担任と顔を見合わせた瞬間
でした。
　ボランティア体験では、こんなささやかな子どもたち
の日常に関わり、振り返ると成長したなとしみじみ感じ
ることが楽しくやりがいであったと思います。公立幼稚
園の試験においても、〇〇ちゃんなら…と子どもの姿が
想像しやすく、事例に対し取り掛かりやすかったです。
また、先生方が援助の意図を教えてくださったり、アド
バイスを下さったりと保育者としての視点を磨けたこと
も春の就職が近づいた今、わずかな自信になっています。

未来塾
開講講座は「２講座」、延べ受講者数は「113名」でした

担当・講座名 開講回数・受講者数（令和７年12月末日現在）

　大矢隆二先生の
　　講座　ペン字（硬筆）学習会

　５回開講、延べ受講者数　　51名

　小笠原優子先生の
　　講座　子どもの学びにつながる地域
　　　　　学習教材調べと教材化

　５回開講、延べ受講者数　　62名

　　　　　令和８年１月以降　１回開講予定

國學院大學人間開発学部教育実践総合センター
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